
指 標

Outcome

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 期間内の MRSA 検出患者数

分母 期間内の黄色ブドウ球菌検出入院患者数 スクリーニングは除外

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法
患者数の重複に留意

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率14

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

考察

改善・運用事例など

・黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、結果が

検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。

最小値 23.73 25％値 46.85 中央値 53.49 75％値 65.82 最大値 88.32

回答病院 ７７

中間値は2017年と比較して低下しています。2016年より続いて低下傾向が見られます。

ＪＡＮＩＳの2017年報では、患者数ベースでＭＲＳＡ比率は47%であり、民医連の指標値はやや高いことが伺われます。

手指衛生や環境クロスの使用などが比率に関連している報告がありますが、伝搬対策が重要であることが解ります。

・手指衛生の向上と合わせて病院の品質目標に掲げている。

・5つの手指衛生を看護師・リハビリ職員に中心的に指導中。

（厚労省提出指標）
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